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大規模氾濫減災協議会

利水者等との調整による洪水貯留準備操作
（事前放流）の充実

ダムの操作規則の点検

あらかじめ利水者の協力等を得て、事前放流の充実
を図り、より多くの容量を確保

洪水調節容量

利水容量

事前放流により
容量を確保

各ダムの事前放流の実施上の課題、ダム下流河川の
整備状況等によるダム操作の課題等を点検し、課題
を解消

■より効果的なダム操作等による洪水調節
機能の強化

■住民等の主体的な避難の促進

■市町村長による避難勧告等の適切な発令の促進

浸水想定図（イメージ図）

ダム下流河川における浸水想定図等の作成

ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への
説明

ダムの操作やその際に提供される情報とその意味、避難行
動との関係に関する説明や訓練の実施（ダムの機能やその
限界についても理解を深める）

洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるた
めの手段の充実や報道機関への情報提供

地元ケーブルテレビを活用したダム貯水池の情報提供

緊急時に地域の住民にとって有用となる
防災情報ツールの共有

・その地域の住民の避難行動に有益な
ウェブサイト等の防災情報ツールを共有
・市町村と連携した整備

地域のスー
パーマーケッ
トに設置され
た地域気象
情報モニター
（三重県伊勢
市中島学区）

放流警報設備等の
改良

【（例）スピーカー（各警報所・警報車）から切迫感の伝わるアナウンスに変更】
旧：「異常洪水時防災操作に移行・・・・・・」 ⇒ 新：「これまでに経験のないような洪水・・、直ちに・・・・・」

異常洪水時防災操作へ移行する際の放流警報の内容や手法の変更

避難勧告等を発令する市町村とも連携しつつ、より切迫感を持って緊急性を伝えられるような警報
手法に変更

避難勧告等を発令する
市町村とも調整しつつ、
警報区間の見直し、
サイレンやスピーカ等の
設備改良等

ダムの洪水調節機能を踏まえた
避難勧告着目型タイムラインの整備

大規模氾濫減災協議会への
ダム管理者の参画

避難勧告等の発令判断を支援する
ためのトップセミナーの開催

避難勧告等の発令判断を支援する
ための連絡体制強化 ダム放流情報等と避難行動を整理

した防災行動計画の策定

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練

避難訓練 ワークショップ

住民説明会 ダム操作室における説明会

防災トップセミナー リエゾン派遣

・ダムの貯水位等の情報提供
・報道機関への情報提供

ダム管理者が大規模氾濫減災協議
会へ積極的に参画し、ダム情報等
の認識共有・連携強化

ハザードマップ作成支援
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異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能と情報の充実に向けて（提言）より

ダム下流河川の浸水想定図の充実と活用（市街地
における想定浸水深等の表示等）

ユニバーサルデザイン化された防災情報の提供、
伝わりやすい防災用語の検討

・ダム放流量等の危険度レ
ベルを用いたカラー表示
の情報発信の試行
・伝わりやすい防災用語の
検討

河川の４段階の水位表示と同色

レベル１（安全）：

レベル２（注意）：

レベル３（危険）：

レベル４（非常）：

表示イメージ



河川の上・下流や本・支川間では、ダムの放流状況や流域に
降る降雨の状況により、河川水位の上昇・下降に時間差が生
じるため、県区間の自治体やダム管理者も含めて構成。
また、提供された情報が公共交通機関の運行や道路の交通規
制、住民の的確な避難行動等に有効と考えられるため、公共
交通機関や報道機関等もタイムライン組織とした。
水系内の様々な関係機関が情報を共有し、連携・協力して、
的確なオペレーションができる仕組みを構築。
ダム放流状況や河川水位の情報は、避難行動等に必要な情報
として連携機関で共有。

『水防災意識社会再構築ビジョン』を受け、国において平成28年8月に「高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会」を設立。平
成29年5月の水防法改正に伴い、平成30年2月に現協議会を「法定協議会」に移行。
平成30年7月豪雨を踏まえ、国・県それぞれにおいて組織している減災対策協議会を統合し、新たにダム管理者等を構成機関に
加え、高梁川水系全体の協議会に改組（H30.12.27）。
新たな課題解決に向けた防災行動計画検討部会を新設するとともに、平成31年3月に利水ダム管理者など流域の関係機関が連
携した新たなタイムラインを作成する高梁川水害タイムライン検討会を発足し、３回の検討会による議論を重ね、令和元年6月13日
に県管理区間を含めた水系全体の「高梁川水害タイムライン」を策定。

高梁川水系

赤：高梁川水系のうち直轄区間の流域

青：高梁川水系全域

岡山県

新たな高梁川水害タイムラインの特徴

高梁川

小田川

⇒水系全体で、ダム放流情報等
も含め、タイムラインを策定

取組事例：大規模氾濫減災協議会へのダム管理者の参画
多機関連携型タイムラインの整備 （高梁川水系）

高梁川水害タイムライン検討会

倉敷市 矢掛町 警察

井原市 笠岡市 自衛隊

総社市 ライフライン（3機関）住民

高梁市 鉄道 （3機関） 高梁川用水土地改良区

新見市 バス 農林水産省

浅口市 報道 （15機関） 気象庁

早島町 岡山県 国土交通省（3機関）

計41機関 2



【取組内容】

■洪水時、定期的にダム予測等情報を大洲市・愛媛県へメール送付を実施。
■ホットラインの強化として、従来の電話連絡に加えＴＶ電話等の活用を実施。

・ダム管理者からの情報に加え、自治体からの情報や提供情報に関する質疑など、双方性のあるホットライン

■ホットライン時のTV電話（タブレット）等の活用

TV電話
河川国道事務所長

ダム管理所長
関係自治体の長

■顔の見える情報共有を実施するため、
タブレットを用いたホットライン訓練を実
施（大洲市、四国地整）

取組事例： 避難勧告等の発令判断を支援するための連絡体制強化（鹿野川ダム）

タブレットを用いたホットライン
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今後、流域全体のタイムラインの作成や住民参加型の防災訓練も予定。

取組事例：ダムの洪水調節機能を踏まえた避難勧告着目型タイムラインの整備（野村ダム）

ダム下流の西予市（野村）タイムライン（案）

ダムの情報欄

ダムの放流通知等の情報

自治体の避難勧告等

■ダム管理者から発信される放流通知等の情報と、住民の避難に関する防災行動を整理した避難勧告等に
着目したタイムラインを作成。（愛媛県西予市）
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取組事例： ダム下流河川における浸水想定図等の作成 （野村ダム、鹿野川ダム）

浸水想定図の活用
（市街地での実績浸水深や想定浸水深等の表示）

市街地での浸水深表示例（実績浸水深 肱川水系：大洲市）

野村ダム

洪水浸水想定区域図（令和元年5月 肱川水系肱川：愛媛県）

ダム下流河川の浸水想定図の作成
（浸水想定図の公表、市町村のハザードマップ作成を支援）
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取組事例：ダムの操作を想定した自治体との防災訓練（寒河江ダム）
ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練、説明会（宮ヶ瀬ダム）

宮ヶ瀬ダムの避難訓練の事例（令和元年5月19日）

併せてダム放流情報についての説明会も開催

自治体との防災訓練、住民説明会、住民参加型訓練を各ダムで実施。

西川町長へのホットライン訓練

寒河江ダムでの異常洪水時防災操作を想定した自治体による
ＲＰ方式対処訓練 事例（平成３１年１月２２日） 6



取組事例：ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型の訓練（阿木川ダム）

◆令和元年9月1日恵那市総合防災訓練の一部で、防災研修会として阿木川ダム防災操作の説明等を実施。
◆訓練内容
○避難所開設訓練、AED講習、炊き出し訓練
○防災研修会
・東野自治連合会長：過去の災害箇所・状況及び土砂災害等注意箇所（ハザードマップ）
・阿木川ダム：洪水調節方法、事前放流、異常洪水時防災操作、警報設備改良・警報内容
・岐阜県：危機管理型水位計、浸水想定区域図（阿木川水位周知河川区間のL1・L2）

訓練開始挨拶（恵那市長） 首長への訓練内容報告 避難所開設訓練（段ボール間仕切り設置）

避難所開設訓練（AED講習） 阿木川浸水想定区域図（L2・1）掲示 防災研修会（阿木川ダム洪水調節方法等） 7



〇日時・場所
令和元年度9月1日（日）
9:00～9:45 小長井地区（川根本町文化会館）
10:15～11:00 藤川地区（藤川地域振興センター）

〇参加者
小長井地区：約170名、藤川地区：約200名

〇内容

ダム管理所長から長島ダムの役割と、平常時、洪水時、
緊急時におけるダムの操作について説明し、
■ダムにも限界があり、異常洪水時防災操作とならざ
るを得ないときがある
■異常洪水時防災操作に入る前には、少なくとも浸水
想定区域内の住民は全員避難が必要
■「自分は大丈夫」という考えはもはや間違い。誰でも
災害に遭遇する可能性がある。早めの避難が重要

などの説明を実施。

参加者からは、「長島ダムの働きを理解できた」 「自宅
の周りに浸水や土砂災害の危険性があり、洪水時に心配
だ」などの声があった。

小長井地区での説明状況

藤川地区での説明状況

取組事例：ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明（長島ダム）

○静岡県榛原郡川根本町の防災訓練のプログラムの１つとして、講演会「長島ダムの役割といざと
いうときの避難」を開催。ダムの役割と限界、異常洪水時防災操作と早めの避難の重要性につい
て住民に分かりやすく説明。
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取組事例：ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明（日吉ダム）

殿田地区（説明状況） 船枝地区（説明状況）

鳥羽地区（説明状況） 山室地区（説明状況） 美里地区（説明状況）

○令和元年2月24日～6月29日にかけて、地区ごとの説明会を実施。
○ダムの役割、防災操作、平成30年7月豪雨における日吉ダムの対応、下流住民へのお知らせ（異
常洪水時防災操作開始前の緊急効果音）について説明し、速やかな避難行動につなげるよう住
民の方々に理解を深めてもらった。
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取組事例：ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明（嘉瀬川ダム）

参加者より「避難することについて考えたい」「ダムが調整できなかったら、逆に川が溢れることを考えさせられ
た」といった意見があり、防災意識（避難）の啓発に繋がった。

「取組内容」
○嘉瀬川ダムでは、河川と連携し「出前講座」に参加し、流域住民の方々に対しダムの役割や機能
等について、ダム模型を用いた説明を実施。

○ダム見学でも、視覚的、感覚的な理解を深めてもらうためにダム模型を使用して、ダムの機能・操
作及び「計画規模を超える洪水時の操作」についても説明を実施している。（年間２０００人程度）

ダム見学会出前講座（地区公民館）

■説明状況（ダム模型を用いた説明）
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取組事例：放流警報設備等の改良（下久保ダム）

凡例：

スピーカを増設した
放流警報局

下久保ダムでは、提言に基づき、住民等に対して避難等の生命を守る行動を促すよう、情報伝達範囲や手段等
の充実として、放流警報局のスピーカー増設を行った。

増設したスピーカ－

寄島放流警報局

若泉放流警報局

河川向き
スピーカ－

河川向き
スピーカ－

増設したスピーカ－
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ダム放流通知文の見直し

※異常洪水時防災操作とは、大きな出水によりダムの洪水調節容量を使い切る可能性が生じた場合、ダム流下量（放流量）を

徐々に増加させ、流入量と同程度の流量を放流する操作のことです。

より切迫感が伝わるように、「至急」、「重要通
知」などの表示

避難に要するリードタイムを踏まえた通知時期
の設定

警戒レベルの表示

（避難勧告等に関するガイドライン改定にあわ
せたレベル表示）

自治体が発令する避難勧告等の判断に必要
な情報を記載

住民の避難等の措置に対し、大規模洪水時におけるダムの操作に関する通知の重要性が増加しており、よ
り切迫感をもって緊急性を伝えられる放流通知に変更。

取組事例：洪水時のダム貯水池の状況を伝えるための手段の充実（国土交通省所管ダム）
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ダム放流量や貯水池への流入量等の情報に加え、貯水位の状況、ダム下流河川の状況、
カメラ映像等の情報をテレビ等のメディアを通じて住民に提供を実施。

ケーブルテレビと連携した情報提供（九州地方整備局の例）

広告

取組事例： 洪水時のダム貯水池の状況を伝えるための手段の充実

緊急時に地域の住民にとって有用となる防災情報ツールの共有（松原ダム、野村ダム）

令和元年8月台風第10号時の
画像配信状況

13※西予CATV契約者のみ視聴可能
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通常時

現在使用しているメッセージ（例）

《防災操作中》
●●ダムでは、ダムへ流れ込む水の量が洪水量（1
秒間に●●m3）に達したため、防災操作中です。今
後、ダムからの情報に注意してください。

《保守点検作業中》

●月●日●時から点検のためダム諸量を調整中とさ
せていただいております。点検が終了するのは●月
●日●時を予定しております。

今後予定しているメッセージ（例）

《●時間前通知》

●●ダムでは、今後計画規模を超える洪水が予想さ
れるため、●月●日●時より異常洪水時防災操作に
移行します。自治体からの避難情報を確認してくださ
い。（今後の降雨状況により時間が前後する可能性
があります。）【警戒レベル●相当】

《異常洪水時防災操作中》
●●ダムでは、異常洪水時防災操作をしております
。これまでに経験のないような洪水です。ただちに命
を守る行動をとってください。【警戒レベル４相当】

※メッセージは検討中のため変更の可能性がある

ダム状況に合わせてメッセージ変化

防災操作中

洪水調節時に変化

取組事例： 洪水時のダム貯水池の状況を伝えるための手段の充実

緊急時に地域の住民にとって有用となる防災情報ツールの共有 （岩尾内ダム）

ダム放流量や流入量、貯水位等のリアルタイムでの情報配信に加え、放流状況等のメッセ
ージを記載することで、現在のダム状況を閲覧者に分かりやすく情報提供を実施。



取組事例： 洪水時のダムの貯水池の状況を伝えるための報道機関への情報提供

（鶴田ダム）

○鶴田ダムでは、平成18年7月豪雨を機に、住民代表や学識者および関係機関等をメンバーとした
「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」等で決定した放流通知文を関係機関へ通知した。
○更に、平成30年西日本豪雨を受けて、ダムの情報を住民の皆様へいち早く届けるため、 異常洪水
時防災操作への移行する際に、関係機関送付時と同時に報道機関へ情報提供することとした。
○あわせて、令和元年6月25日、鹿児島県内の報道機関を対象に「鶴田ダムからの情報提供のあり
方とダムの操作説明」と題して説明会を開催した。

放流通知文の名称

鶴田ダム洪水警戒体制の通知

放流開始の通知

放流量増加による急激な河川水位上昇の通知

洪水調節開始の予定の情報

洪水調節開始の情報

洪水調節状況の情報

ダム操作に関する重要情報
（異常洪水時防災操作に関する情報）

緊急のダム操作に関する事前通知≪１時間前通知≫
（異常洪水時防災操作に関する事前通知）

緊急のダム操作開始の通知
（異常洪水時防災操作開始の通知）

緊急のダム操作終了の情報
（異常洪水時防災操作終了の情報）

洪水調節終了の情報

放流停止の情報

洪水警戒体制解除の通知

：Ｒ元年度より報道機関へ情報提供する放流通知文

《3時間前》

報道機関への説明会状況 15



【実施状況】回転灯２６箇所の内、１箇所（鹿野川ダム箇所）整備済み。
電光表示板４箇所の内、１箇所（柚木箇所）整備済み。
R１年度内に残箇所のユニバーサルデザイン化を整備予定。

■ダムの放流量等の定量的な情報だけでなく、危険度に応じたカラー表示等の情報発信を試行。
■地域住民や肱川を訪れた人がその危険性を直感的に理解できる取組を実施。

小型表示板のカラー表示 回転灯のカラー表示 大型表示板のカラー表示

【取組内容】

ダム情報等の危険度（イメージ）

取組事例： ユニバーサルデザイン化された防災情報の提供 （野村ダム、鹿野川ダム）

ダム情報等の危険度（イメージ）

危険度１
ゲート放流開始

危険度２
洪水調節開始

危険度３
一定開度放流開始

危険度４
異常洪水時防災操作の予測

ダム放流量

ダム放流量

表示イメージ 段階イメージ

流量

時間

危険度４(非常)：

危険度３(危険)：

危険度１(注意)：

危険度２(警戒)：

異常洪水時防災操作の予測～

一定開度放流（1,150m3/s～）

洪水調節（一定量放流）（600m3/s）

ゲート放流

16



○洪水調節状況
国土交通省所管ダムでは、8月までに447回の洪水調節を実施。

○主要洪水での洪水調節状況
７２ダムの洪水調節を実施した令和元年８月の前線に伴う大雨による出水を
はじめ主要な洪水で洪水調節を実施。

令和元年8月までの事前放流、治水協力、洪水調節（概要）
○国土交通省所管ダムの事前放流の取組
台風10号では１６ダムでの事前放流を実施。
事前放流の実施体制を整えているダムは、令和元年８月で５１ダム。

治水協力の体制が整っている利水ダム

○利水ダムの治水協力の取組
台風10号では２ダムで治水協力を実施。
利水ダムの治水協力体制を整えているダムは７ダム。
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ダム名 水系名 河川名 管理者名
ダム所在
都道府県

糠平ダム 十勝川 音更川 電源開発（株） 北海道

田子倉ダム 阿賀野川 只見川 電源開発（株） 福島県

奥只見ダム 阿賀野川 只見川 電源開発（株）
新潟県
福島県

風屋ダム 新宮川 熊野川 電源開発（株） 奈良県

池原ダム 新宮川 北山川 電源開発（株） 奈良県

殿山ダム 日置川 日置川 関西電力(株) 和歌山県

新成羽川ダム 高梁川 新成羽川 中国電力（株） 岡山県

ぬかびら

たごくら

おくただみ

かぜや

いけはら

しんなりわがわ

とかちがわ

あがのがわ

あがのがわ

しんぐうがわ

しんぐうがわ

たかはしがわ

おとふけがわ

ただみがわ

ただみがわ

くまのがわ

きたやまがわ

しんなりわがわ

とのやま ひきがわ ひきがわ



事前放流の実施体制を整えているダムの状況
○ 事前放流の実施体制を整えているダムは平成30年7月で27ダム、令和元年8月で51ダム
○ 利水ダムは平成30年7月で６ダム、令和元年８月で７ダムの治水協力体制を整えている。

事前放流の実施体制を整えているダム
H30年7月時点 （２７ダム）
H30年7月以降策定ダム （２５ダム）

利水ダムの治水協力
H30年7月時点 （６ダム）
H30年7月以降策定ダム （１ダム）

那賀川水系 長安口ダム（国）

日高川水系 椿山ダム（和歌山県）

古座川水系 七川ダム（和歌山県）

山国川水系 耶馬溪ダム（国）

九頭竜川水系 真名川ダム（国）

有田川水系 二川ダム（和歌山県）

市川水系 生野ダム（兵庫県）

武庫川水系 青野ダム（兵庫県）

由良川水系 大野ダム（京都府）

荒川水系 大石ダム（国）

揖保川水系 引原ダム（兵庫県）

（参考）実施に向け調整中だが令和元年台風
第１０号で事前放流等を実施したダム
櫛田川水系 蓮ダム（国）
淀川水系 日吉ダム（水機構）
吉野川水系 新宮ダム（水機構）
吉野川水系 富郷ダム（水機構）
広川水系 広川ダム（和歌山県）

十勝川水系 糠平ダム（電源開発）

阿賀野川水系 田子倉ダム（電源開発）

阿賀野川水系 奥只見ダム（電源開発）
高梁川水系 新成羽川ダム（中国電力）

肱川水系 鹿野川ダム（国）
＊改造事業完成による予備放流化により事前放流廃止

淀川水系 青蓮寺ダム（水機構）

木曽川水系 阿木川ダム（水機構）

利根川水系 草木ダム（水機構）

利根川水系 下久保ダム（水機構）

太田川水系 温井ダム（国）

新宮川水系 猿谷ダム（国）

相模川水系 宮ヶ瀬ダム（国）

利根川水系 川治ダム（国）

利根川水系 川俣ダム（国）

利根川水系 五十里ダム（国）

利根川水系 相俣ダム（国）

利根川水系 藤原ダム（国）

高梁川水系 河本ダム（岡山県）

旭川水系 旭川ダム（岡山県）

高梁川水系 三室川ダム（岡山県）

旭川水系 湯原ダム（岡山県）

芦田川水系 八田原ダム（国）

小瀬川水系 弥栄ダム（国）

名取川水系 釜房ダム（国）

旭川水系 竹谷ダム（岡山県）

高梁川水系 千屋ダム（岡山県）

高梁川水系 楢井ダム（岡山県）

吉井川水系 津川ダム（岡山県）

吉井川水系 八塔寺川ダム（岡山県）

高梁川水系 高瀬川ダム（岡山県）

旭川水系 鳴滝ダム（岡山県）

旭川水系 河平ダム（岡山県）

斐伊川水系 尾原ダム（国）

江の川水系 土師ダム（国）

吉井川水系 苫田ダム（国）

日野川水系 菅沢ダム（国）

宮川水系 宮川ダム（三重県）

雲出川水系 君ヶ野ダム（三重県）

肱川水系 野村ダム（国）

渡川水系 中筋川ダム（国）

錦川水系 菅野ダム（山口県）

五ヶ瀬川水系 北川ダム（大分県）

※事前放流の実施には事前放流実施要領の作成が必要である。
また、実施要領の作成前でも、個別洪水において関係機関との調整により事前放流を実施することが可能である。

※平成30年7月時点の27ダムには、鹿野川ダムを含む

淀川水系 一庫ダム（水機構）
千代川水系 佐治川ダム（鳥取県）

日野川水系 賀祥ダム（鳥取県）
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新宮川水系 池原ダム（電源開発）
新宮川水系 風屋ダム（電源開発）
日置川水系 殿山ダム（関西電力）



事前放流の実施体制が整ったダムの推移

○ 事前放流、治水協力はH30年7月以降、実施体制を整えたダムが増加
○ 事前放流の実施体制を整えているダムは平成30年7月で27ダム、令和元年8月で51ダム
○ 利水ダムは平成30年7月で６ダム、令和元年８月で７ダムの治水協力

19



平成31年1月～令和元年8月までの事前放流等実施ダム

肱川水系 野村ダム（国） 3回

渡川水系 中筋川ダム（国） 3回
那賀川水系 長安口ダム（国）

吉野川水系 新宮ダム（水機構）

吉野川水系 富郷ダム（水機構）

よしのがわ しんぐう

よしのがわ とみさと

わたりがわ なかすじがわ

ひじかわ のむら

なかがわ ながやすぐち

※本資料は数値等は速報値であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

山国川水系 耶馬溪ダム（国）
やまくにがわ やばけい

櫛田川水系 蓮ダム（国）
くしだがわ はちす

有田川水系 二川ダム（和歌山県）
ありたがわ ふたがわ

荒川水系 大石ダム（国） 5回
あらかわ おおいし

○ 国・水資源機構管理ダムでは１０ダム（のべ１８回）、道府県管理では８ダム（のべ１１
回）の事前放流等を実施

○ 利水では３ダム（のべ４回）の治水協力（事前放流）を実施 １月１日～８月３１日

五ヶ瀬川水系 北川ダム(大分県) 3回
ごかせがわ きたがわ

千代川水系 佐治川ダム(鳥取県) 2回
せんだいがわ さじがわ

高梁川水系 新成羽川ダム(中国電力)2回
たかはしがわ しんなりわがわ

肱川水系 鹿野川ダム（国）
ひじかわ かのがわ

高梁川水系 河本ダム(岡山県)
たかはしがわ こうもと

淀川水系 日吉ダム（水機構）
よどがわ ひよし

■事前放流等実施ダム（２１ダム）
国・水資源機構管理ダム（１０ダム）
道府県管理ダム（８ダム）
利水ダム（３ダム）

由良川水系 大野ダム(京都府)
ゆらがわ おおの

日高川水系 椿山ダム（和歌山県）

古座川水系 七川ダム（和歌山県）
こざがわ しちかわ

ひだかがわ つばやま

広川水系 広川ダム（和歌山県）
ひろかわ ひろがわ

新宮川水系 風屋ダム（電源開発）

新宮川水系 池原ダム（電源開発）

しんぐうがわ かぜや

しんぐうがわ いけはら

※事前放流の実施には事前放流実施要領の作成が必要である。

また、実施要領の作成前でも、個別洪水において関係機関との調
整により事前放流を実施することが可能である。
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○ 中国地方整備局管内の直轄ダムでゲート設備のある７ダム全てで、今出水期（R1～）よ
り事前放流の運用を開始。

事前放流とは・・・（効果）

◯計画規模を上回る洪水が想定された場合、事前の放流により
洪水調節のための容量をさらに確保し、洪水調節容量を使い切る
事を回避。（異常洪水時防災操作移行への回避or遅延）

事前放流運用開始ダム（中国：直轄）

事前放流実施判断基準

各ダムの流域での
『実績累積雨量＋気象庁の配信サービス予測雨量』

上記の値が、異常洪水時防災操作が想定される規模の降雨（相当雨量：
各ダムで設定）を超えた場合

事前放流を実施

異常洪水時防災操作が想定される規模の降雨が予想された場合
に事前放流を実施する。

(判断基準)

（３９時間先まで）

利水者等との調整による事前放流の充実（中国地方整備局管内ダム）
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高梁川水系成羽川 新成羽川ダム 事前放流の実施状況

○ 平成30年7月豪雨により高梁川水系において甚大な洪水被害が発生したことを踏まえ、新成羽川ダム（中国
電力(株)）等では、事前放流の可能性について、検討を行い、令和元年6月から治水協力として事前放流の運
用を開始。

○ これまで、令和元年7月18日（台風5号）と令和元年8月28日（秋雨前線）の２回、事前放流を実施し、それぞれ
約260万m3（7/18）、 約560万m3（8/28）を放流し、空き容量を確保した。

8/27 15:00 ・・・１回目 基準累計雨量超過

21:00 ・・・２回目 基準累計雨量超過

8/28   2:00 ・・・事前放流開始

8:00 ・・・最大発電放流量（約380m3/s）

11:00 ・・・事前放流目標水位到達

【8.28 事前放流実施状況】

しん なり わ がわ

新成羽川ダム

岡山県

※基準累計雨量は累計雨量と39時間予測雨量の和が110mm

(中国電力(株)作成資料)

高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会へのダム管理者の参画 22



国土交通省所管ダムの洪水調節実施回数
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■凡例（位置）
洪水調節実施ダム（国）
洪水調節実施ダム（水資源機構）
洪水調節実施ダム（道府県）

中筋川ダム（渡川水系）（国）

こざがわ しちかわ

※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。

木曽川水系 岩屋ダム（水機構）
きそがわ いわや

手取川水系 大日川ダム（石川県）
てどりがわ だいにちがわ

やまとがわ てんり

ひろとがわ ひろと

令和元年 6月30日からの大雨 洪水調節実施ダム

○ 国管理９ダム、水資源機構管理２ダム、道府県管理２７ダムで洪水調節を実施

６月２８日～７月５日

阿武隈川水系 三春ダム（国）

肱川水系 野村ダム（国）

川内川水系 鶴田ダム（国）

庄内川水系 小里川ダム（国）

天竜川水系 新豊根ダム（国）

天竜川水系 小渋ダム（国）

黒部川水系 宇奈月ダム（国）

手取川水系 手取川ダム（国）

利根川水系 矢木沢ダム（水機構）

新川水系 西之谷ダム（鹿児島県）

内川水系 座間味ダム（沖縄県）

万之瀬川水系 川辺ダム（鹿児島県）

上津浦川水系 上津浦ダム（熊本県）

波多川水系 石打ダム（熊本県）

亀川水系 亀川ダム（熊本県）
神通川水系 丹生川ダム（岐阜県）

町野川水系 北河内ダム（石川県）

八ヶ川水系 八ヶ川ダム（石川県） 鵜飼川水系 小屋ダム（石川県）

庄川水系 境川ダム（富山県）

信濃川水系 広神ダム（新潟県）

信濃川水系 大谷ダム（新潟県）

阿賀野川水系 早出川ダム（新潟県）

信濃川水系 笠堀ダム（新潟県）

信濃川水系 破間川ダム（新潟県）

信濃川水系 下条川ダム（新潟県）

漢那福地川水系 漢那ダム（国）

安里川水系 金城ダム（沖縄県）

儀間川水系 儀間ダム（沖縄県） 広渡川水系 広渡ダム（宮崎県）

大淀川水系 岩瀬ダム（宮崎県）

大淀川水系 綾南ダム（宮崎県）
大和川水系 天理ダム（奈良県）

九頭竜川水系 笹生川ダム（福井県）

てどりがわ てどりがわ
うかいがわ おや

くろべがわ うなづき

あぶくまがわ みはる

はっかがわ はっかがわ

まちのがわ きたかわち

しなのがわ げじょうがわ

しなのがわ あぶるまがわ

しなのがわ かさぼり

あがのがわ はやでがわ

しなのがわ おおたに

しなのがわ ひろかみ

とねがわ やぎさわ

しょうがわ さかいがわ

てんりゅうがわ こしぶ

てんりゅうがわ しんとよね

しょうないがわ おりがわ

やまとがわ てんり

ひじかわ のむら

おおよどがわ いわせ

おおよどがわ あやみなみ

ひろとがわ ひろと

じんつうがわ にゅうかわ

くずりゅうがわ さそうがわ

はたがわ いしうち

かめがわ かめがわ

こうつうらがわ こうつうら

せんだい つるだ

しんかわ にしのたに

まのせがわ かわなべ

かんなふくじがわ かんな

あさとがわ きんじょう

うちかわ ざまみ

ぎまがわ ぎま

古座川水系 七川ダム（和歌山県）
こざがわ しちかわ

久慈川水系 竜神ダム（茨城県）
くじがわ りゅうじん
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令和元年 6月30日からの大雨 事前放流等実施ダム

■事前放流等実施ダム（２ダム）
国・水資源機構管理ダム（２ダム）

○ 国・水資源機構管理ダムの２ダムで事前放流等を実施

６月２８日～７月５日

荒川水系 大石ダム（国）
あらかわ おおいし

肱川水系 野村ダム（国）
ひじかわ のむら

※事前放流は、出水毎に降雨・洪水予測等を踏まえて実施を判断
しており、出水毎の実施ダム数の多寡を単純に比較できない。 25



○梅雨前線に伴う豪雨により、ダム上流域において、567.9mm（6月29日7時～7月3日23時）の累加雨量を観測しました。
○鶴田ダムでは、6月30日から7月3日までに防災操作を３回実施しました。
○6月30日22時40分に２回目の防災操作を開始し、7月1日8時00分にはダムへの流入量が最大1,364m3/秒に達しダム
に381m3/秒を貯留しました。

○鶴田ダムが整備されていなければ、ダム下流の宮之城地点で水位が約６６cm上昇していたと推定されます。

◆鶴田ダムの状況

②下流の河川へ
流した水量

洪水貯留後貯水位：135.11m

①鶴田ダムへ流れてきた水量

1,364m3/秒

983m3/秒

約15.4m上昇

約22,656千m3の水を
貯め込んだ。
これは25mプールの
約62,900杯分です。

洪水貯留前貯水位：119.71m

【放流状況（7月1日 8：00）】

【鶴田ダム】

鶴田ダム

約381m3/秒（＝①－②）
少なくなって、流れていた
と推測。

宮之城地点

（7月1日8時00分時点）

（7月1日8時00分時点）
（6月30日22時40分時点）

（7月1日22時50分時点）

令和元年 6月30日からの大雨 川内川水系鶴田ダムの効果

26
※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



梅雨前線に伴う大雨及び令和元年台風第５号 洪水調節実施ダム

○ 国管理７ダム、水資源機構管理２ダム、道府県管理２８ダムで洪水調節を実施

■凡例（位置）
洪水調節実施ダム（国）
洪水調節実施ダム（水資源機構）
洪水調節実施ダム（道府県）

吉野川水系 早明浦ダム（水機構）
よしのがわ さめうら

大和川水系 天理ダム（奈良県）
やまとがわ てんり

７月１７日～２２日
菊池川水系 竜門ダム（国）

筑後川水系 松原ダム（国）

筑後川水系 下筌ダム（国）

小瀬川水系 弥栄ダム（国）

江の川水系 土師ダム（国）

筑後川水系 寺内ダム（水機構）

大淀川水系 瓜田ダム（宮崎県）

大淀川水系 岩瀬ダム（宮崎県）

五ヶ瀬川水系 祝子ダム（宮崎県）

五ヶ瀬川水系 北川ダム（大分県）

亀川水系 亀川ダム（熊本県）

小浦川水系 小浦ダム（長崎県）

宮ノ川水系 宮ノ川ダム（長崎県）

仁田川水系 目保呂ダム（長崎県）

鹿尾川水系 小ヶ倉ダム（長崎県）

鹿尾川水系 鹿尾ダム（長崎県）

釣道川水系 青方ダム（長崎県）

仁田川水系 仁田ダム（長崎県）

福江川水系 福江ダム（長崎県）

郡川水系 萱瀬ダム（長崎県）

鹿島川水系 中木庭ダム（佐賀県）

塩田川水系 横竹ダム（佐賀県）

六角川水系 矢筈ダム（佐賀県）

塩田川水系 岩屋川内ダム（佐賀県）

御笠川水系 牛頸ダム（福岡県）

矢部川水系 日向神ダム（福岡県）

遠賀川水系 陣屋ダム（福岡県）

津田川水系 大川ダム（香川県）

錦川水系 生見川ダム（山口県）

小瀬川水系 小瀬川ダム（広島県）

八幡川水系 魚切ダム（広島県）

佐波川水系 佐波川ダム（山口県）

川内川水系 鶴田ダム（国）

さばがわ さばがわ

ごうのかわ はじ

やはたがわ うおきり

おぜがわ おぜがわ

にしきがわ いきみがわ

おぜがわ やさか

つだがわ おおかわ

ごかせがわ きたがわ

ごかせがわ ほうり

おおよどがわ うりた

おおよどがわ いわせ
かめがわ かめがわ

せんだいがわ つるだ

かしまがわ なかこば

しおたがわ よこたけ

ろっかくがわ やはず

しおたがわ いわやがわち

つりどうがわ あおかた

ふくえがわ ふくえ

みやのかわ みやのかわ

かのおがわ かのお

かのおがわ こがくら

こおりがわ かやぜ

こうらがわ こうら

にたがわ にた

みかさがわ うしくびにたがわ めほろ

ちくごがわ てらうち

やべがわ ひゅうがみ

おんががわ じんや
きくちがわ りゅうもん

ちくごがわ しもうけ

ちくごがわ まつばら

筑後川水系 山神ダム(福岡県)
ちくごがわ やまがみ

渡川水系 中筋川ダム（国）
わたりがわ なかすじがわ

27※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



梅雨前線に伴う大雨及び令和元年台風第５号 事前放流等実施ダム

■事前放流等実施ダム（６ダム）
国・水資源機構管理ダム（２ダム）
道府県管理ダム（３ダム）
利水ダム（１ダム）

○ 国・水資源機構管理ダムでは２ダム、道府県管理では３ダムで事前放流等を実施

○ 利水では１ダムで治水協力（事前放流）を実施

７月１７日～２２日

荒川水系 大石ダム（国）
あらかわ おおいし

渡川水系 中筋川ダム（国）
わたりがわ なかすじがわ

千代川水系 佐治川ダム(鳥取県)

五ヶ瀬川水系 北川ダム(大分県)
ごかせがわ きたがわ

せんだいがわ さじがわ

高梁川水系 新成羽川ダム(中国電力)
たかはしがわ しんなりわがわ

高梁川水系 河本ダム(岡山県)
たかはしがわ こうもと

※事前放流は、出水毎に降雨・洪水予測等を踏まえて実施を判断
しており、出水毎の実施ダム数の多寡を単純に比較できない。
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梅雨前線に伴う大雨及び令和元年台風第５号 菊池川水系竜門ダムの効果

○7月20日～22日の大雨で、竜門ダムへ流れてくる水量の一部をダムへ貯め、下流の河川へ流す水量を最大で約８６％低減。
〇操作により、ダム下流の菊池市玉祥寺隈府水位観測所において、河川の水位を74cm低下。

竜門ダムの洪水操作

隅府水位観測所 観測水位

竜門ダムにおける水位低減効果

隅府水位観測所
状況写真

水防団待機水位 1.00 m 氾濫危険水位 1.90 m

氾濫注意水位 1.50 m 計画高水位 2.02 m

避難判断水位 1.60 m

ダムで調節しなかった場合の
推定水位 2.21 m

今回の大雨で観測した
最大時の河川水位 1.47 m

74ｃｍ低減

４
３
２

１

右岸側

左岸側

※ダムで調節しなかった場合の推定水位は、速報値のため堤防から川の水が溢れることを考慮しておりません。

水防団待機水位(1.00m)

氾濫危険水位(1.5m)

避難判断水位(1.6m)

氾濫危険水位(1.9m)

計画高水位(2.02m)
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7月22日

竜門ダムがなかった場合の計算水位

隈府水位観測所実績水位

水位低減効果約74cm
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※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



令和元年台風第１０号 洪水調節実施ダム

○ 国管理１１ダム、水資源機構管理５ダム、道府県管理２４ダムで洪水調節を実施

■凡例（位置）
洪水調節実施ダム（国）
洪水調節実施ダム（水資源機構）
洪水調節実施ダム（道府県）

渡川水系 中筋川ダム（国）

日高川水系 椿山ダム（和歌山県）

古座川水系 七川ダム（和歌山県）わたりがわ なかすじがわ

こざがわ しちかわ

ひだかがわ つばやま

櫛田川水系 蓮ダム（国）
くしだがわ はちす

有田川水系 二川ダム（和歌山県）
ありだがわ ふたがわ

淀川水系 日吉ダム（水機構）
よどがわ ひよし

広川水系 広川ダム（和歌山県）
ひろかわ ひろかわ

吉野川水系 池田ダム（水機構）
よしのがわ いけだ

吉野川水系 早明浦ダム（水機構）
よしのがわ さめうら

木曽川水系 徳山ダム（水機構）
きそがわ とくやま

木曽川水系 横山ダム（国）
きそがわ よこやま

木曽川水系 岩屋ダム（水機構）
きそがわ いわや

石狩川水系 豊平峡ダム（国）
いしかりがわ ほうへいきょう

十勝川水系 十勝ダム（国）
とかちがわ とかち

後志利別川水系 美利河ダム（国）
しりべしとしべつがわ ぴりか

相模川水系 宮ヶ瀬ダム（国）
さがみがわ みやがせ

九頭竜川水系 九頭竜ダム（国）
くずりゅうがわ くずりゅう

仁淀川水系 大渡ダム（国）
によどがわ おおど

肱川水系 鹿野川ダム（国）
ひじかわ かのがわ

静内川水系 高見ダム（北海道）
しずないがわ たかみ

向別川水系 浦河ダム（北海道）
むこうべつがわ うらかわ

厚真川水系 厚幌ダム（北海道）
あづまがわ あっぽろ

雄物川水系 岩見ダム（秋田県）
おものがわ いわみ

米代川水系 萩形ダム（秋田県）
よねしろがわ はぎなり

米代川水系 素波里ダム（秋田県）
よねしろがわ すばり

天竜川水系 片桐ダム（長野県）
てんりゅうがわ かたぎり

木曽川水系 阿多岐ダム（岐阜県）
きそがわ あたぎ

手取川水系 大日川ダム（石川県）
てどりがわ だいにちがわ

宮川水系 宮川ダム（三重県）
みやがわ みやがわ

九頭竜川水系 広野ダム（福井県）
くずりゅうがわ ひろの

九頭竜川水系 笹生川ダム（福井県）
くずりゅうがわ さそうがわ

揖保川水系 安富ダム（兵庫県）
いぼがわ やすとみ

大和川水系 天理ダム（奈良県）
やまとがわ てんり

切目川水系 切目川ダム（和歌山県）
きりめがわ きりめがわ

勝浦川水系 正木ダム（徳島県）

かつうらがわ まさき

物部川水系 永瀬ダム（高知県）
ものべがわ ながせ

五ヶ瀬川水系 北川ダム（大分県）
ごかせがわ きたがわ

小丸川水系 松尾ダム（宮崎県）
おまるがわ まつお

広渡川水系 広渡ダム（宮崎県）
ひろとがわ ひろと

那賀川水系 長安口ダム（国）
なかがわ ながやすぐち

８月１２日～１７日

30※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



令和元年台風第１０号 事前放流等実施ダム

■事前放流等実施ダム（１８ダム）
国・水資源機構管理ダム（９ダム）
道府県管理ダム（７ダム）
利水ダム（２ダム）

肱川水系 野村ダム（国）

渡川水系 中筋川ダム（国） 那賀川水系 長安口ダム（国）

吉野川水系 新宮ダム（水機構）

吉野川水系 富郷ダム（水機構）

日高川水系 椿山ダム（和歌山県）

古座川水系 七川ダム（和歌山県）

よしのがわ しんぐう

よしのがわ とみさと

わたりがわ なかすじがわ

ひじかわ のむら

なかがわ ながやすぐち

こざがわ しちかわ

ひだかがわ つばやま

山国川水系 耶馬溪ダム（国）
やまくにがわ やばけい

櫛田川水系 蓮ダム（国）
くしだがわ はちす

有田川水系 二川ダム（和歌山県）

由良川水系 大野ダム(京都府)
ゆらがわ おおの

ありたがわ ふたがわ

荒川水系 大石ダム（国）
あらかわ おおいし

広川水系 広川ダム（和歌山県）
ひろかわ ひろかわ

○ 国・水資源機構管理ダムでは９ダム、道府県管理では７ダムで事前放流等を実施

○ 利水では２ダムで治水協力（事前放流）を実施
８月１２日～１７日

新宮川水系 風屋ダム（電源開発）

新宮川水系 池原ダム（電源開発）

五ヶ瀬川水系 北川ダム(大分県)
ごかせがわ きたがわ

千代川水系 佐治川ダム(鳥取県)
せんだいがわ さじがわ

しんぐうがわ かぜや

しんぐうがわ いけはら

淀川水系 日吉ダム（水機構）
よどがわ ひよし

※事前放流は、出水毎に降雨・洪水予測等を踏まえて実施を判断
しており、出水毎の実施ダム数の多寡を単純に比較できない。 31



○和歌山県新宮市日足地区では、平成23年の出水後、治水安全度の向上を図るため、熊野川の河道掘削を実施するとともに、利水ダムの治水協力に向けた
利水者との情報交換などを進めていた。
○令和元年台風第10号出水においては、防災・減災、国土強靱化３ヶ年緊急対策により加速化した河道掘削や発電専用ダムである風屋ダム・池原ダム（電源
開発）の治水協力の結果、約1.3mの水位低減効果があり、家屋の浸水被害を回避（家屋浸水が発生するまで残り約30cm）。

たなご

■田長地区
河道掘削

わけ

■和気地区
河道掘削

河道掘削無し・利水ダムの治水協力無し12.3m

20.2k

河道掘削有り・利水ダムの治水協力有り
（今回の出水の最高水位11.0m）

約1.3m水位低下

治水事業や利水者の協力により、約1.3m水位が低減した。
結果、家屋浸水が発生する水位まで上がらなかったことにより、
家屋の浸水被害を回避できたと推定

家屋浸水が発生する
水位11.3m
（家屋浸水発生まで

残り約0.3m）

熊野川 河道掘削
（3か年緊急対策等）

熊野灘

池原ダム風屋ダム

日足地区

新宮川水系

熊野灘

風屋ダム

池原ダム

日足観測所の水位

発電に必要な
水位を下げて
貯留量を確保

発電に必要な
水位を下げて
貯留量を確保

下流への放流量の低減を
図るため、最も流入量が
多いときにダムに貯留
（約1,800万m3貯留）

河道掘削と利水ダムの治水協力
により家屋が浸水する水位より
もピーク水位を低く抑制

河道掘削・利水ダムの治水協力がないときの水位

今回の
ピーク水位

家屋が浸水する水位

家屋浸水被害無し
農地浸水は調査中

3.2万m3済
/全体5万m3

2万m3済
/全体5万m3

下流への放流量の低減を
図るため、最も流入量が
多いときにダムに貯留
（約2,800万m3貯留）

常時満水位

常時満水位

8/14                       8/15                  8/16

8/14                       8/15                  8/16

8/14                       8/15                  8/16

日足観測所の水位

8月16日2:00

和気地区（三重県）
河道掘削の状況

風屋ダム 貯留状況
8月16日12時時点

田長地区（和歌山県）
河道掘削の状況

日足地区

利水ダム
の治水協力

かぜや いけはら

12.3m
11.3m
11.0m

32

令和元年台風第１０号 新宮川水系熊野川 利水ダムの治水協力

※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



○令和元年8月台風第10号により、那賀川の長安口ダム上流域では累計雨量約639mmを記録（8月13日21時～15日24時）
○加茂地区では、ダムの効果により被害が軽減され、床下浸水家屋２戸が免れ、浸水面積約７haが軽減された。
また、古庄水位観測所（基準地点）では、約80cmの水位低減効果があった。

○長安口ダムでは、改造事業により増設した新ゲートも使い、事前にダムに貯留している水を流下することにより、通
常の洪水調節容量よりも約1.5倍の容量を確保するなど、現在のダムの施設能力を効果的に発揮した。

：ダムなし （浸水面積 約35ha）

凡 例

：ダムあり （浸水面積 約28ha）

雨量水位グラフ

加茂谷中学校

35
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均

時

間

雨

量

（㎜）

↓

↑

古

庄

水

位

（ｍ）

古庄水位

8月14日

上流氾濫危険水位 5.80m

8月15日

80㎝

ダムがない場合の水位6.7m

（時）

古庄上流平均雨量 ［速報値］
累加雨量：約520mm

（８月13日22:00～８月15日24:00）

放流量状況 8月15日11:30 約3,296m3/s(最大)

浸水家屋数(戸) 浸水面積(ha)

令和元年台風第１０号 那賀川水系長安口ダムの効果

33※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



令和元年８月の前線に伴う大雨 洪水調節実施ダム

○ 国管理６ダム、水資源機構管理４ダム、道府県管理６２ダムで洪水調節を実施

■凡例（位置）
洪水調節実施ダム（国）
洪水調節実施ダム（水資源機構）
洪水調節実施ダム（道府県）

８月２７日～３１日

筑後川水系 寺内ダム（水機構）

仁田川水系 目保呂ダム（長崎県）

郡川水系 萱瀬ダム（長崎県）

鹿島川水系 中木庭ダム（佐賀県）

塩田川水系 横竹ダム（佐賀県）

六角川水系 矢筈ダム（佐賀県）

塩田川水系 岩屋川内ダム（佐賀県）

御笠川水系 牛頸ダム（福岡県）

矢部川水系 日向神ダム（福岡県）

かしまがわ なかこば

しおたがわ よこたけ

ろっかくがわ やはず

しおたがわ いわやがわち

こおりがわ かやぜ

みかさがわ うしくび

にたがわ めほろ

ちくごがわ てらうち

やべがわ ひゅうがみ

8月31日11:00時点

山国川水系 耶馬渓ダム(国)

筑後川水系 大山ダム(水機構)

志佐川水系 笛吹ダム(長崎県)

御笠川水系 北谷ダム(福岡県)

筑後川水系 藤波ダム(福岡県)

那珂川水系 南畑ダム(福岡県)

筑後川水系 山神ダム(福岡県)

伊万里川水系 都川内ダム(佐賀県)

松浦川水系 狩立・日ノ峯ダム(佐賀県)

塩田川水系 深浦ダム(佐賀県)

有田川水系 竜門ダム（佐賀県）

有田川水系 有田ダム(佐賀県)

松浦川水系 本部ダム(佐賀県)

松浦川水系 伊岐佐ダム(佐賀県)

松浦川水系 厳木ダム(国)

松浦川水系 井手口川ダム(佐賀県)

松浦川水系 平木場ダム(佐賀県)

小佐々川水系 つづらダム(長崎県)

樋口川水系 樋口ダム(長崎県)

仁田川水系 仁田ダム(長崎県)

神浦川水系 神浦ダム(長崎県)

雪浦川水系 雪浦ダム(長崎県)

川棚川水系 野々川ダム(長崎県)

阿武川水系 阿武川ダム(山口県)

佐波川水系 佐波川ダム(山口県)

まつうらがわ きゅうらぎ

やまくにがわ やばけい

ちくごがわ おおやま

さばがわ さばがわ

あぶがわ あぶがわ

ちくごがわ やまがみ

なかがわ みなみはた

みかさがわ きただに

ちくごがわ ふじなみ

まつうらがわ いきさ

まつうらがわ ひらこば

まつうらがわ もとべ

ありだがわ ありた

ありだがわ りゅうもん

しおたがわ ふかうら

にたがわ にた

まつうらがわ かりたて ひのみね

いまりがわ みやこがわち

まつうらがわ いでぐちがわ

かわたながわ ののがわ

ゆきのうらがわ ゆきのうら

こうのうらがわ こうのうら

ひぐちがわ ひぐち

こさざがわ

しさがわ ふえふき

筑後川水系 下筌ダム(国)

椹野川水系 荒谷ダム(山口県)

掛淵川水系 大坊ダム(山口県)

木屋川水系 木屋川ダム(山口県)

厚東川水系 厚東川ダム(山口県)

八幡川水系 梶毛ダム(広島県)

浜田川水系 第二浜田ダム(島根県)

浜田川水系 浜田ダム(島根県)

ちくごがわ しもうけ

はまだがわ だいにはまだ

はまだがわ はまだ

やはたがわ かじけ

ふしのがわ あらたに

かけぶちがわ だいぼう

こやがわ こやがわ

ことうがわ ことうがわ

錦川水系 菅野ダム(山口県)

佐波川水系 島地川ダム(国)

にしきがわ すがの

さばがわ しまぢがわ

地図範囲外の洪水調節実施ダム(国）
手取川水系 手取川ダム(国)

江の川水系 土師ダム(国)

有帆川水系 今富ダム(山口県)

江の川水系 庄原ダム(広島県)

三隅川水系 御部ダム(島根県)

ごうのかわ はじ

ごうのかわ しょうばら

ありほがわ いまとみ

みすみがわ おんべ

波多川水系 石打ダム(熊本県)
はたがわ いしうち

益田川水系 益田川ダム(島根県)
ますだがわ ますだがわ

地図範囲外の洪水調節実施ダム(水機構）
利根川水系 矢木沢ダム(水機構)
淀川水系 日吉ダム(水機構)

地図範囲外の洪水調節実施ダム（県）
岩木川水系 飯詰ダム(青森県)
甲子川水系 日向ダム(岩手県)
雄物川水系 岩見ダム(秋田県)
米代川水系 萩形ダム(秋田県)
信濃川水系 破間川ダム(新潟県)
信濃川水系 大谷ダム(新潟県)
信濃川水系 広神ダム(新潟県)
柿崎川水系 柿崎川ダム(新潟県)
庄川水系 境川ダム(富山県)
庄川水系 和田川ダム(富山県)
小矢部川水系子撫川ダム(富山県)
梯川水系 赤瀬ダム(石川県)
犀川水系 犀川ダム(石川県)
手取川水系 大日川ダム(石川県)
大聖寺川水系 九谷ダム(石川県)
神通川水系 丹生川ダム(岐阜県)
九頭竜川水系 龍ヶ花ダム(福井県)
淀川水系 余呉湖ダム(滋賀県)

椹野川水系 一の坂ダム(山口県)
ふしのがわ いちのさか

34※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



令和元年８月の前線に伴う大雨 事前放流等実施ダム

■事前放流等実施ダム（２ダム）
国・水資源機構管理ダム（１ダム）
利水ダム（１ダム）

○ 国・水資源機構管理ダムでは１ダムで事前放流等を実施

○ 利水では１ダムで治水協力（事前放流）を実施

高梁川水系 新成羽川ダム(中国電力)
たかはしがわ しんなりわがわ

８月２７日～３１日

荒川水系 大石ダム（国）
あらかわ おおいし

※事前放流は、出水毎に降雨・洪水予測等を踏まえて実施を判断
しており、出水毎の実施ダム数の多寡を単純に比較できない。 35



まつうらがわ きゅうらぎ

令和元年８月の前線に伴う大雨 松浦川水系厳木ダムの効果

※数値は推定値であるため
多少前後することがあります

４32

1

5

中島橋

○ 秋雨前線に伴う豪雨により厳木ダム上流域では、５２５mm（８月２６日１時～２９日８時）の累加降雨を観測。
○ 厳木ダムは、２７日１７時１０分より防災操作を開始し、２８日１時５０分にはダムへの流入量が最大となる約１４４m3/秒に達
し、ダムに６４m3/秒を貯留。

○ 厳木ダムが無かった場合、中島橋地点の水位が約０．６０m上昇し、氾濫危険水位を超過（約30cm）したと推定され、 厳木川
の浸水被害軽減に寄与したと推定。

◆厳木ダムの状況

②下流の河川へ
流した水量

洪水貯留後最高水位：２００．９９m

①厳木ダムへ流れてきた水量

144m3/秒

約８０m3/秒

約２．４m上昇

流域図

約５９０千m3の水を貯
め込んだ。
これは25mプールの
約１，６００杯分です。

洪水貯留前貯水位：１９８.５５m

厳木ダム

厳木ダム

約６４m3/秒（＝①－②）
少なくなって、流れていたと
推測。

厳木ダム

中島橋地点

下流から堤体を望む

(8月28日1時50分時点)

(8月28日1時50分時点)

(8月27日17時10分時点)

(8月28日7時40分時点)

氾濫危険水位
２．４０m

避難判断水位
２．１０m

氾濫注意水位
１．９０m

水防団待機水位

１．６０m約０．６mの水位を低減

44
3
2
1

1

中島橋地点での厳木ダム水位低減効果

実績水位 H=2.10m
(8月28日2:20時点)

厳木ダムによる洪水貯留
が無かった場合の推定水位
H=2.67m

36
※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。



令和元年８月の前線に伴う大雨 筑後川水系寺内ダムの効果

○8月28日の前線による洪水で寺内ダムへ流れてくる水量の一部をダムへ貯め、金丸橋水位観測所地点で、水位を約99cm低減

寺内ダムの位置

洪水時防災操作

＜放流量＞
ダムから下流の河川へ
流した水の量

＜流入量＞
ダムに流れ込んだ水の量
最大毎秒約２８４立方メートル

最大流入量時の放流量
毎秒約１１７立方メートル

約２２４万立方メートルを
ダムに貯めました

▽防災操作前の貯水位 EL.121.19m

▽洪水時最高水位※１ EL.131.50ｍ

▽平常時最高貯水位※２ EL.121.50ｍ

▽防災操作における最高水位 EL.124.74m

※１ 洪水時最高水位 ：洪水時にダムによって一時的に貯留することとした流水の最高水位

※２ 平常時最高貯水位：平常時にダムによって貯留することとした流水の最高水位

※最大流入時に、約５９％
の水（毎秒約１６７立方
メートル）をダムに貯めま
した。

ダムに流れ込む水を貯めて川の水を
減らしたことによる効果
（金丸橋水位観測所）

①ダムがなかった場合

②ダムに流れ込む水を貯めたこと
による河川最高水位

推定最高水位 ４．５１ｍ

（はん濫危険水位を０．６４ｍ超える）

※推定最高水位には誤差が含まれます。

観測最高水位 ３．５２ｍ

ダムに水を貯めたことによる効果（①－②）

金丸橋水位観測所付近の河川水位を

約０．９９ｍ低減させています。

※この数値は速報値です。

今回観測した最高水位
3.52ｍ

ダムがなかった場合の推
定最高水位
4.51ｍ

ダムに水を貯めたことに
よる効果

約0.99ｍの水位低減

流水方向

金丸橋水位観測所

平成２９年７月九州北部豪雨、平成３０年７月豪雨、
平成２４年九州北部豪雨に次ぐ管理開始後4番目に
多い最大流入量（寺内ダムの計画高水流量毎秒300
立方メートルの約９５％）を記録

37
※速報であるため、今後の精査等により変更する場合があります。


